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真新しい教科書に想う 

 

英語科 石丸 知恵 

                  

イギリスの小学生は荷物が少ない。A４判のカラフルな教科書、体操着などがぎゅうぎゅ

うにつまった日本の小学生のランドセルとは対照的だ。なぜ荷物が少ないか。そう、教科書

がないのである。ナップサックに筆記用具、メモ代わりのノートが１冊入っているだけだ。

ホストファミリーに尋ねると、「教科書は学校で授業中だけ借りることになっている。家に

持って帰ることはない。だから宿題もない。」ということだった。このことは私にとって大

変衝撃的なことだった。「日本の義務教育では教科書は無償でもらえる。」ということを話す

と、ホストマザーは「本当に？信じられない。」と逆に驚いていた。「でも、イギリスの小学

生は宿題がないなんて、うらやましいよね。」と言うと、「学校での勉強がわからないと子供

に言われても、教科書を持って帰らないから、何を勉強しているかわからないから困る。そ

れに、教科書のワークみたいなものを書店で買おうとしても、とても高くて買えない。」と

も言っていた。大学時代にイギリスでホームステイをした時のエピソードだ。 

イギリスで書店を実際に訪ねてみたが、日本のように学習参考書や教科書ワークといった

問題集のコーナーは存在せず、あってもほんのわずかで高額だということがわかった。また、

私たちが当たり前のように無償でもらっている教科書だが、先進国と言われるヨーロッパの

ほとんどの国ではレンタル形式であり、それは現在も変わらない。 

なぜ、日本では義務教育の教科書は無償で配布してもらえるのでしょうか。かつては、日

本でも教科書代は親が負担していましたが、それは経済的に大きな負担でした。戦後、「教

科書無償制度」を求める運動は様々な形で進められましたが、中でも、高知県の被差別部落

の親たちと周辺地域の住民たちとの連携による粘り強い運動は国会を大きく動かしました。

そして、1964年から 1969年にかけて、ついに義務教育において全ての教科書が無償となっ

たのです。そう言えば、40 年前に私が小学校に入学する時、父に「もう教科書は買うたん

か？」と尋ねられた。学校でもらったと答えると、「お父さんが子供のころは自分で買わん

といけんかったんよ。うちはきょうだいが６人もおったけん、新しいのが買えず、いっつも

お下がりで、末っ子やけんぼろぼろの教科書やったい。日本はいい国になったのう。」と言

われたのを覚えている。 

小５になった娘の古い教科書を卒業することにした。小１からの教科書を保管していたの

だが、もう本棚に収まらなくなったからだ。全ての教科書の裏表紙には「この教科書は、こ

れからの日本を担う皆さんへの期待を込め、税金によって無償で支給されています。大切に

使いましょう。」という言葉が添えられている。親子で教科書にさよならを告げた。感謝の

気持ちを込めて、思い出を心に刻んで。 

アンネのバラ 



【人権委員会の活動から】 

       
 ３月 18 日（金）の放課後に、人権委員会と家庭クラブが「未来へつなぐ社会共生プロジ

ェクト」の取組として、定期的に高齢者施設に花を配達してきましたが、冬から育ててきた

チューリップを持って古いものと交換してきました。今年度も１年生を中心にこの取組を続

けていく予定ですので、新入生のみなさん、よろしくお願いします。 

 

【人権委員会の紹介】 

 今年度の人権委員会のメンバーを紹介します。 

 1G1 片岡心愛  1G2 長瀧璃音 

 1M  薬師寺翼  1E   松岡颯来 

 2G1 市川みずき 2G2 有友 里 

 2M  大山響輝  2E  宮本 怜 

 3G1 若藤文萌  3G2 清家光輝 

 3M  佐々木健成 3E  林 竜生 

のみなさんです。よろしくお願いし

ます。 

 委員長・副委員長あいさつ 

 

  人権委員長になりました３Ｍの佐々木健成です。自分は様々な人権問題についてこ

れまで学んできました。その中でも印象に残っているのは、ハンセン病の問題です。

中学生の時に詩人塔和子さんについて学ぶ機会がありました。去年、吉高人権だより

５月号で上田前校長先生が紹介されていましたが、ハンセン病のように間違った知識

によって起きる差別は、絶対にあってはならないと想います。人権委員長として、こ

の１年間みなさんと一緒に正しい知識を学び、広めていこうと思います。 

 

  人権副委員長になりました３Ｇ２の清家光輝です。これまでの人権学習を生かし、

人権侵害を受ける人が１人もいない学校を目指して活動します。また、地域の方々と

の交流にもさらに力を入れ、人と人とのつながりを大切にしていきます。最後まで活

動に貢献できるよう頑張ります。よろしくお願いします。 

 


